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第７章 史跡 本證寺境内を地域に根ざし、 

「まちづくり」の中心とする活用計画 
 

第１節 基本方針 

国指定史跡 本證寺境内を地域に根ざし、「まちづくり」の中心とする活用計画についての目的、方針、

内容を次のとおり設定する。 

 

目的  魅力的な活用整備をすることで、「まちづくり」の中心とする。 

方針  イベントやボランティア活動を支援し、誇りや郷土愛を育み、連帯感を高める。 

「まちづくり」の中心となる、歴史や文化を継承する風土や人材を育てる。 

内容  １）地域住民やボラティア団体と協働し、地域が中心となって運営する。 

２）観光客とともに市民が参加できるイベントを、地域主体で計画する。 

３）学校教育と連携し、若い人材を育てていく。 

４）本證寺周辺の住民意識が向上するよう図り、「まちづくり」ルールを検討する。 

５）ウォーキングやサイクリングの環境を整備し、健康づくりにも活用できるようにする。 

 

第２節 現状と課題 

 

（１）現状 

・「まちづくり」に関する勉強会が開催されている。 

・アートフェスティバル in 本證寺が開催されていた。 

・本證寺ハスの会や安城ふるさとガイドが継続的に活動。 

・「おきょうえんさん」が継続して実施されている。 

・家来三十軒地区で新しい住宅建設が見られる。 

・地区に近接してコンビニエンスストアが建設された。 

 

（２）課題 

【運営における連携方法】 

・各種団体及び檀家などとの協力、協働関係の構築が必要。 

・安城市の立ち位置を明確にすること（地元主体のスタンス・政教分離原則）が必要。 

・学校教育との連携が必要。 

・「まちなみ景観ルール」の運用が必要。 

・地域として盛り上げていくイベント等の計画（運営主体、種類、数、規模、助成等）の検討が必要。 

・観光地として位置付けと特産品等の開発の検討が必要。 

・健康づくりへ活用する方策（ウォーキングコース・「歴史の散歩道」の整備）検討が必要。 

・ウォーキングイベントの開催が必要。 

・ボランティアへの参加促進、育成が必要。 

・導入施設（ガイダンス施設、明治時代の古民家をリノベーションした「おもてなしの場」）の運

営方法の検討が必要。 

7-2-1 本證寺祭り 
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第３節 地域住民、町内会、檀家などとの協力関係 

本證寺をはじめ地域の歴史をよく知り、連携し、活

動することで連帯感や地域に対する誇りや愛着心が

醸成されると考えられる。 

本證寺が地域に根ざした「まちづくり」の核となり、

まちのアイデンティティを創出し、本證寺が地域に愛

着及び満足度を高める施設となるようにする。 

このため、勉強会を継続し、段階的に「まちづくり」

活動の実践につながるように進める。 

 

 

 

■勉強会イメージ 

【勉強会イメージ（ＳＴＥＰ１）】（地区を知る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勉強会イメージ（ＳＴＥＰ２）】 

地区の将来像を考える（アンケート・小学生とまち歩き・地区の将来像検討） 

 

【勉強会イメージ（ＳＴＥＰ３）】 

地区の将来像を共有する（イベント・実践活動の検討及びプレ活動・組織化の検討） 

 

【勉強会イメージ（ＳＴＥＰ４）】 

「まちづくり」活動を実践する（イベント・実践活動・広報活動） 

＜第５回勉強会＞ 『マップづくりをしよう！』（今の・・・） 

＜第３回勉強会＞ 『マップづくりをしよう！』（昔の・・・） 

・みち ・建物 ・遊び 

 

＜第２回勉強会＞ 『みんなで地区の生い立ちを考えよう！』 

・地名 ・祭り ・昔話 ・料理（料理、おやつ） ・ならわし ・風景 

＜第 1回勉強会＞ 『まちづくりの良い所・悪い所を考えよう！』 

＜第４回勉強会＞ 『みんなで地区を歩いて観察してみよう！』 

7-3-1 勉強会の様子 
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第４節 ボランティア団体などとの協働 

 

（１）基本的考え方 

整備後の史跡等が末永く地域資産として愛されていくためには、史跡等を地域住民の自発的な活動を

誘発する場としていく仕組みが必要である。 

整備計画の策定段階では、まち歩きや現地踏査、意見交換会等、整備段階では植栽など、管理運営の

段階では日常的な清掃や除草等、活用の段階では、来訪者への案内や解説、体験学習の指導等、計画か

ら活用まで継続的に市民活動の場として機会を提供し、ＰＲし、これらの活動を支援していくことが必

要である。 

 

（２）具体的な取組イメージ 

ボランティア団体が活動する場所については計画段階からできる限り意見を求め、ボランティア団体

が活動しやすいようにするための方策や設備、収納など、できる限り細かな要望やアイデア等を反映さ

せていくことが望ましい。 

また、これらボランティア組織がそれぞれ独自に活動するのではなく、お互いの活動の効果をさらに

高めるために複数の団体や地域が連携して「まちづくり」を行う機会づくりが必要であり、連携により

コミュニティを高めることにもつながる。 

これらのそれぞれの活動や連携した活動の話し合い、休憩する場等についても必要である。 

ボランティア団体以外にも、例えば近隣の企業の社会貢献活動（地域還元活動）等と連携し、企業名

を冠した寄付講座などを展開することなども考えられる。公開講座とすれば、社会教育にも寄与し、地

域にあった建物修景やデザインを企業が意識するきっかけとなることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-4-2 ハスの会による堀の清掃 7-4-1 ガイドボランティア 
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第５節 学校教育との連携 

 

（１）基本的考え方 

行動基盤が地域に密着していることが多い小学生や中学生の豊かな感受性を刺激し、地域の歴史的、

文化的成り立ちを理解できる人材として育成していくことは、地域文化の継承と創造のみならず豊かな

「まちづくり」を進めていく上でも有効であり、地域に対して愛着や誇りが持てるようにすることが必

要である。 

「まちづくり」を行うにあたり、将来に向けて景観や環境を形成する際にも、現状を悲観的に否定す

るばかりではなく、多様に発展させたものとして将来を思い描くべきである。 

また、文化的、歴史的環境の学習の位置付けや、学校と地域との連携、子どもたちが史跡と身近に触

れあえる場づくり、伝統文化への関心を高めることは、地域の後継者づくりにもつながることから重要

である。 

「まちづくり」教育については、地域に出て、景観そのものを体感し（気付き）、景観や具体的な「ま

ちづくり」について学び、「まちづくり」のために活動する、という３つの段階がある。 

子どもについては、「小学生」、「中学生」などといった区分ができる。また、小学生でも中学年や高

学年では理解力の程度や関心の持ち方は大きく異なる。 

学習には、まずはじめに気付きがあり、その後に調べ、考え、実践するという過程がある。「まちづ

くり」教育についても、この流れで組み立てていくことが肝要である。特に子どもが対象である場合に

は、景観の何たるかを教え込むというのではなく、景観（のよさ）に気付くきっかけを与え、興味をも

たせるようなやり方を取ることが重要である。 

 

（２）具体的な取組イメージ 

具体的な授業の時間については、総合的な学習の時間を活用することが有効であると考えられるが、

その他社会科や図工・美術等の時間の中で行うことも考えられる。「まちづくり」教育が持つ教科横断

的な特徴を踏まえれば、他の教科等における学習を地域の景観や「まちづくり」活動と関連させながら

行うことも十分に可能であるし、このような取組が地域の伝統や文化に対する理解を深めることなどに

も役立つであろう。また、環境教育と連携して進めることも効率的だと考えられる。 

学校から高等学校にかけての期間においては、生徒たちが「まちづくり」活動に触れることや「まち

づくり」の専門家と接することなどが、将来の担い手を生み育てる効果を持つことも期待できることか

ら、そのような機会を得やすくする工夫を講じることも有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-5-1 まち歩き（他市） 7-5-2 まち歩き後の意見交換会（他市） 
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第６節 「まちづくり」ルールの検討 

国史跡 本證寺境内の周辺地区として、適切な景観を維持していくためには、住民の協力が不可欠で

ある。なかでも、住民が主体的になって作り上げる「まちづくり」ルールがあることが望ましい。 

最終的には住民の意思に委ねられるため、ここではその方法と体系について整理しておく。 

 

（１）「まちづくり」ルールの方法 

地域の「まちづくり」ルールを実現するためには、４つの方法がある。 

①地区計画 

・一定規模以上の地区について都市計画法に基づき行政が定める。 

・都市計画の基準に沿った内容しか定められない。 

・地区に対して誘導・規制がかかる。 

・新しく権利者となった方にも継承する。 

 

②建築協定 

・権利者の全員同意によって締結する。 

・内容は細かく決めることができる。 

・協定の内容によっては行政を通じて公告することもできる。 

・公告をした場合は新しく権利者となった方にも効力が継承される。 

 

③任意の協定 

・権利者の相互同意によって締結する。 

・内容は細かく決めることができる。 

・新しく権利者となった方には改めて同意をもらう必要がある。 

 

④「まちづくり」方針 

・権利者の有志によってまちなみづくり方針を定める。 

 

（２）「まちづくり」ルールの体系 

「まちづくり」ルールの体系は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拘
束
力 

強い 

弱い 

7-6-1 「まちづくり」ルールの体系 

「まちづくり」ルール 

「まちづくり」協定 「まちづくり」方針 「まちづくり」 
規制・誘導 
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（３）「まちづくり」ルール事例 

（１）地域の景観を守る取組① 

岐阜県各務原市の鵜沼宿は中山道の宿場であり、沿道に本陣・脇本陣・問屋・旅
はた

籠
ご

などが配置され

ていた。 

西町の北側には、本陣兼問屋桜井家と脇本陣坂井家が並び、東町の南側に問屋（幕末に兼脇本陣）

野口家があり、また、昔は道路の中心部には水路が流れていた。 

数年前までは、当時の趣が残る伝統的な町屋も少なくなり、市民の記憶からも失われつつある状況

となっていた。しかし、この地区の歴史性は重要な景観資源であるため、今後、完全に失われること

がないよう景観的側面からも保全と再生を考えていくことが必要であることから、各務原市景観計画

の中の重点風景区域の一つに位置付けられた。 

風景づくりのテーマは「宿場町としての歴史的まち並みの再生」、良好な景観の形成に関する方針

は「歴史的な文化遺産の保全、復元、活用を図りつつ、鵜沼宿及び宿場町としての歴史的街道にふさ

わしいまち並みの再生と創出、及び歩行者が安心して歩ける道づくりを行うこと」として、沿道建物

の修景や道路修景等の景観形成を図ってきた。 

また、「鵜沼宿まちづくりの会」は地元市民を中心に発足し、鵜沼宿の価値を考えた歴史的まちな

みの保存・創造をはかり、美しい景観を将来へ継承していくことを目的としている。 

その他にも「鵜沼宿ボランティアガイドの会」では、鵜沼宿界隈のガイドやウォーキング、講座な

どのイベントを行っている。 

このように、住民、行政が一体となり、景観形成を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7-6-2 地域の景観を守っている事例 

ボランティア活動（ぎふまちはっけん隊ＨＰより） 整備前の鵜沼宿 

現在の鵜沼宿（各務原市ＨＰより） 現在の鵜沼宿（各務原市ＨＰより） 
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7-6-3 地区の風景形成基準 

 

（２）地域の景観を守る取組② 

安城桜井駅周辺土地区画整理事業地区内では、地球にやさしいまちづくりのため、桜井まちづくり

憲章、家をたてる際の独自のルール（桜井まちなみ景観ルール）及び地球にやさしい生活をするため

の「桜井環境行動６」を定めている。 

同地区内には５棟の環境共生型住宅からなる「エコタウン桜井」が整備されており（桜井地区の地

域住民を中心に構成される「桜井駅周辺地区まちづくり委員会」の環境景観歴史部会にて愛称を「エ

コタウン桜井」と決定）、安全・快適な仮移転住宅を提供することによって仮移転に伴う移転者の居

住負担を軽減し、区画整理事業の進捗促進を図っている。 

また、当該住宅をモデル的な環境共生型住宅として整備することにより、移転者及び地域住民にそ

の普及啓発を行い、環境にやさしい住宅の建設促進を図っている。 

このように、まちなみ景観ルールでは全地区、環境保全地区、うるおい重点地区、景観重点地区ご

とに独自ルールが定められ、自主的にまちなみ景観を守る取組がなされている。 
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7-6-4 桜井まちづくり憲章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-6-5 桜井まちなみ景観ルール 
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第７節 地域として盛り上げていくイベント等の計画 

 

（１）基本的考え方 

アートフェスティバル in 本證寺の継続や「まちづ

くり」の企画、運営などを今後、住民と協働して検討

していく必要がある。 

地域の問題課題を整理し、それらを解決していくた

めの組織づくりや地域での意識の共有などのイベン

ト等を介して行っていくこととする。 

地域の問題を解決していくなかで、本證寺周辺の景

観や「まちづくり」につながるようなイベント開催を

促進する。 

 

 

（２）具体的な取組イメージ 

国民文化祭・あいち 2016 において「本證寺太鼓フェスティバル」を開催し、今後の「まちづくり」

につなげるように工夫する。 

また、本證寺フェスティバルの継続により地域イベントとして盛り上げていけるようにサポートする。 

地区の住民がおすすめの景観の写真撮影やスケッチを行うイベントを開催し、地域の見どころ景観を

収集し、これらを眺めながらまち歩きをする。 

住民がルートを決め、住民が見た見どころを冊子をまとめることで、景観を身近なものに感じてもら

い、地域の子どもたち等との交流会も同時に開催することで、身の回りの景観を再発見し、好きになっ

てもらえる取組を実施する。 

地域に残る古い建築物や遺構、生活に豊かさを与えてくれる景観を見学し、参加した子どもたちの感

想文は、都市景観のイベントで展示する。将来を担う子どもの言葉で、大人の意識も高まることが考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-7-1 

アートフェスティバル in 本證寺(平成 24 年) 

7-7-2 国民文化祭・あいち 2016 プレイベント チラシ 
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第８節 観光地としての位置付けと特産品等の開発 

 

（１）基本的考え方 

歴史愛好家に対してはオーセンティシティー（真正性）をＰＲし、堀の復元や土塁の整備、戦国時代

の三河一向一揆の時代が感じられるような案内や資料展示など、本物志向者に対しても関心が持て、満

足できるものとする。 

また、ファミリー層へは食や憩いの空間等をＰＲし、寺院が持っている落ち着いた心安らげる空間や

公園を散策して楽しめるようにする。 

 

（２）具体的な取組イメージ 

オーセンティシティー（真正性）の観点から、堀や土塁については安全性や維持管理を考慮しながら

できる限り復元することとし、「ホンモノ」が持つリアリティを体感できるようにする。 

本證寺境内にはヒメボタルが生息していることから、これらのホタルが生息できるような環境を維持

し、公園部分にもこれらが生息できる環境づくりを検討する。これらは公園自体の維持管理の軽減的な

側面も併せ持つことと、自然環境の維持、復元といった観点からも有効であると考える。 

特産品として、地域の料理の復活や、イナイモチなど、本證寺に来た人だけが楽しめるようなものが

提供できることが望ましい。 

また、本證寺ハスの会が育てているハスの実を用いたお菓子や料理を季節限定で出すことで、季節感

が感じられるような工夫も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ区で確認された外堀 

お茶会の様子 イナイモチ 

ハスの実 

7-8-1 具体的な取組イメージ 
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第９節 健康づくりへ活用する方策 

 

（１）基本的考え方 

第８次安城市総合計画の重点戦略は、「健幸都市推進プロジェクト」である。この３つの柱として、「き

っかけづくり」、「しくみづくり」、「まちづくり」が挙げられている。例えば、本證寺を中心としたウォ

ーキングコースとして「歴史の散歩道」を設定し、歩いたりサイクリングしたりしながら健康づくりに

つながるようにすることが考えられる。 

また、この歴史の散歩道をウォーキングする歴史ウォーキングイベントを開催し、歩きながら本證寺

の歴史や、当地の特産品などが楽しめるようにする。 

これらのルート設定や企画運営に関しては、ボランティア団体と協働で行うこととする。 

本證寺がパーク＆ライド、パーク＆ウォークの拠点となるように検討を行う。 

 

（２）具体的な取組イメージ 

「わがまちの発見」をテーマにする（仮称）野寺百景選びなどイベントを開催しながら、地域に関心

を持ち、そこを巡るようにするのも良い。 

地域の昔の景観の写真を揃えることも有用である。かつての町や村に魅力的な景観があったことが分

かる写真があると、これからの｢まちづくり｣に対する想像力を喚起したり、モチベーションを与えたり

する効果がある。 

 

 

 

 

7-9-1 春の歴史ウォーク「桜井古墳群を歩く」 
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7-9-2 本證寺コース（安城歴史の散歩道パンフレット） 

7-9-3 安城歴史の散歩道パンフレット 

「桜井古墳群と三河一向一揆めぐり」 「三河一向一揆の舞台 

本證寺を歩く」 


